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Ｉ．はじめに

鹿児島大学教育学部には附属中学校・附属小学

校・附属幼稚園・附属特別支援学校の４校園があ

り、これまでも継続的に教育相談体制の充実を

図ってきた。教育学部附属という設置形式の特徴

を活かして、教育学部教員によるさまざまな後方

支援（カウンセリングの実施や校内研修会講師の

派遣等）もあわせて行ってきた。そのなかには、

ストレスマネジメント教育を全国的にも早い時期

にとり入れた附属中学校の先進的取り組み(山中,

1999)もある。そして、2006年４月からは、後方

支援体制を明確に位置づけるため、鹿児島大学教

育学部附属教育実践総合センター教育臨床研究部

門の教員２名が教育学部長から「附属学校園ス

クールカウンセラー」を委嘱（兼任）されてい

る。さらに、2013年４月からは、兼任の２名のほ

かに、専任スクールカウンセラー１名を加えて、

大幅に体制を拡充したところである。

この新しい体制は始動してわずかな期間しか経

過していないが、この時点での活動状況を確認し

今後の改善方策を検討する手掛かりを得るため

に、2013年４月から７月までの４ヶ月間の統計資

料を基に、附属学校園スクールカウンセラーの活

動状況を報告する。

Ⅱ．相談業務実施状況

１．相談体制

附属学校園スクールカウンセラー（以下ＳＣと

略す）は、専任１名と兼任２名から構成され、こ

の３名で４つの附属学校園のスクールカウンセリ

ング業務を担当している。専任ＳＣは臨床心理士

の資格を有しており、原則として週１回４時間の

勤務体制である。兼任ＳＣは大学教員であり、随

時、附属学校園からの求めに応じて活動を行って

いる。また、ＳＣは、教育学部長および当該附属

学校園長の指揮のもと、Table 1に示した職務を
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Table 1 主な職務　

職務内容

ア）幼児・児童・生徒へのカウンセリング

イ）カウンセリング等に関する教職員および保護者に対する助言・援助

ウ）幼児・児童・生徒のカウンセリング等に関する情報収集・提供

エ）ストレスマネジメント等の幼児・児童・生徒に対する予防的対応

オ）幼児・児童・生徒や保護者に対するカウンセリング等に関する講話

カ）教員研修におけるカウンセリング等に関する講話

キ）教育学部内および附属学校園内のカウンセリング等に関する会議への参加

ク）事件・事故等におけるカウンセリング等に関する緊急対応

ケ）教育学部の講義内および諸行事におけるカウンセリング等に関する講話

コ）その他幼児・児童・生徒のカウンセリング等に関して各附属学校園において適当と認められるもの
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行うと定められている。

カウンセリング等を実施する場所は、主に附属

中学校内のカウンセリングルームおよび附属教育

実践総合センター内の教育相談室である（必要に

応じて各附属学校園内の部屋も使用）。カウンセ

リング等は予約制であり、その調整は附属中学校

の養護教諭が行っている。専任ＳＣと兼任ＳＣ

は、定期的に連絡を取り合って連携を図ってい

る。

２．相談活動の状況

(1) 受付件数と面接回数

受付件数について対象別に整理した結果を

Table 2に示した。児童生徒だけでなく、保護者

面接や教師へのコンサルテーションも活発に行わ

れていることが分かる。なお、相談のあった校種

は、小学校からの１件を除き、残りはすべて中学

校からの相談が占めた。

面接回数について、月ごとに整理した結果を

Table 3に示した。新しい相談体制になって間も

ないにもかかわらず、４月から多くの相談が実施

されている。６月以降では、受付可能な相談回数

の上限付近にまで達しており、予約管理のあり方

や人員配置の仕方に、早くも課題が生じてしまっ

ていると言えよう。

(2) 相談内容

相談内容の内訳については、Table 4に示し

た。

分類結果首位の「子ども同士の人間関係」は、

具体的な相談内容はさまざまであったが、思春期

における同輩との複雑な関係性をめぐる戸惑いが

背景にあると思われる事例が多かった。次いで、

「家族・親子関係」に関する相談が上位に入り、

とりわけ思春期の子どもへの接し方に関する不安

や悩みが語られることが多かった。たとえば、保

護者からは、「思春期には、いつ、どんなふう

に、子どもとの距離感をとるようにすればよいで

しょうか？」や「放っておいても子どもは勉強す

るのでしょうか？」等の心配がしばしば語られ

た。そのような訴えに対しては、保護者の戸惑い

に共感しつつ当該児童生徒が着実に発達を遂げて

いる具体的側面を一緒に見つけて確認した上で、

①親として自信をもって子どもとの心理的距離を

とってよいこと、②条件付けの子育てではなく子

ども自身の主体的体験の積み重ねが本来の能力の

発揮につながること、③人生の喜びや楽しさを感

じることの大切さ等について、心理教育的に助言

した。自律的な子どもに育てるための環境を整え

るためのヒントとして、①毎朝、自分で起床し

て、子ども自身が身体や生活をコントロールでき

るようにすること、②一定の手伝いを家庭内でし

て、役割を果たすことができるようにすること、

③小遣いは年齢に応じた月極制にして金銭管理が

Table 2 受付件数

Table 3 相談回数　

Table 4 相談内容

分類 件数

カウンセリング 19

　児童生徒本人のみ 8

　保護者のみ 7

　両方（児童生徒と保護者） 4

コンサルテーション 10

合計 29

回数

４月 15

５月 17

６月 25

７月 20

合計 77

分類 件数

 子ども同士の人間関係 9

 学校・教師との関係 4

 家族・親子関係 8

 不登校・不登校傾向 7

 発達に関わること 1

 その他 0

合計 29

－294－



今村 葉子・関山 徹：附属学校園スクールカウンセラーの活動報告（１）

自主的にできるようにすること、等を提案するこ

ともあった。また、一部には、上述の不安や悩み

を背景にして、保護者の場合には育児不安や子へ

の過干渉・過保護的な関わりが、児童生徒の場合

には過剰適応や反抗、心身症的傾向（頭痛・腹

痛・発熱・発疹等）として現れている事例があ

り、継続的な面接を行って改善を図っている。

(3) 連携等

発達障害傾向や生活環境に困難を抱えている児

童生徒および神経症水準にある児童生徒に関して

は、附属学校園教員へのコンサルテーションを密

にして連携を図り、毎日の生活のなかで本人がど

のような困り感を体験しているかを関係者で共有

して環境整備を図っている。また、専任ＳＣと兼

任ＳＣがチームを組んで母子並行面接を実施して

おり、家庭内の緊張緩和などに一定の効果を上げ

ている。ＳＣが増員されたことにより、性別や年

齢の幅も多様になって、来談者のニーズに応じや

すくなった。しかしながら、既に多数の相談を抱

えている状態のため、限られた勤務時間内で充分

に情報交換する機会の確保が難しくなりつつあ

る。効率的な連携の仕組みづくりを考えていかね

ばならない。

Ⅲ．おわりに

鹿児島大学教育学部附属学校園においては、不

登校等の出現率（文部科学省, 2012）は全国や鹿

児島県の平均に比して明らかに低い状態にあるも

のの、不安や悩みを抱きながら過ごしている児童

生徒や保護者は皆無ではない。今後も教育相談体

制をより拡充させていく必要がある。そのために

は、スクールカウンセラーの配置方法や連携体制

について工夫をしていくことが求められよう。ま

た、今後はそれだけでなく、予防的・開発的な活

動（ストレスマネジメント教育の深化や保護者会

での講話の実施等）をはじめとして、事件事故時

の緊急支援体制の整備や校内研修への協力、教育

学部における教員養成機能へのフィードバック、

地域医療機関との連携等も、取り組むべき課題で

あると考えられる。
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